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・はじめに
　鶴見大学生物部では 鶴見大学生涯学習「親子理科教
室」や新横浜公園生きもの探偵団、瀬上沢ほたる観察
会等、大学内にとどまらない活動によって地域の方々
との関係をつくり、学生たちの経験としてきた(1,2,3)。
フィールドとなる自然環境での体験にとどまらず、学
外の人たちを対象とした活動ではさらに、学生が主体
となって計画の立案、広報を行う、対象となる市民の
方々の年齢構成にあわせたプログラムづくりを心がけ
る、事故の可能性等を視野にいれた事前の入念な下見、
安全対策を含めた対応、等を学ぶことができる。また、
学外の方を対象とすることで大学の日常とは異なる緊
張感を体験し、社会活動への足がかりとなることも期
待できる。
　今回、生物部は横浜市瀬谷区地域振興課主催の「せ
やこども大学」において自然観察会の運営という形で
参加した。「せやこども大学」とは、平成23年から続く
企画で、区内に大学をもたない瀬谷区が主体となり、
横浜市内の様々な大学と共同で特別講義、あるいは実
習形式のイベントを開催する、というものである。受
講対象者を瀬谷区内の小・中学生およびその父兄とし、
担当する大学や教員の専門分野によって多彩なコース
を開催してきた実績がある。例えば平成26年には横浜
薬科大学、横浜美術大学、横浜創英大学が講座を開講
しており、薬剤師体験、パステル画の作成、ユニット
折り紙作成等、個性ある講座を実施していた(4)。今回、
鶴見大学として「せやこども大学」に参加するにあたり、
生物部の部員にとって実施可能な内容であること、部
員への教育的観点から有意義なものであること、そし
て、瀬谷区側の求める内容に応えられるものであるこ
と、を考慮し、「瀬谷の生きもの探検隊」というタイト
ルで自然観察会を開催することとした。生物部として
も、このようなかたちで学外と連携したイベントを開
催するのは初めてであった。学生を主体として実施し
た地域連携事業の一例としてご紹介したい。
・準備と計画
　事前に瀬谷区地域振興課の方と打ち合わせをした。
そこで希望されたことは、瀬谷区の特色を生かした活
動であること、鶴見大学の特徴を出した内容であるこ
と、の二点であった。特に、生物部の部員の多くが歯
学部の学生であることから、歯科領域に関連のあるも
の、たとえば歯の説明、歯磨き指導、のようなことも
希望された。そこで、瀬谷区役所から徒歩圏内の場所
を利用した自然体験活動と、その後に区役所の会議室
に移動して採取した生きものや様々な生きものの歯の
標本展示と説明、という内容にすることにした。
　実施日は、学生の前期定期試験が終了した後の週末
である2014年8月3日（日）とした。学生が立案した初
期の計画を（表1）に示す。この段階では午後に観察会
を開始し、夕方に終了する内容であった。この後、数
回にわたる区役所側との打ち合わせの後、8月の気候を
考慮して開始時間をはやめ、日差しが強くなる時間帯
には区役所に移動し、昼前には終了する内容に変更し
た。
　観察場所については瀬谷区役所から徒歩圏内にある
いくつかの公園、川等を下見した結果、和泉川周辺を
自然観察の場所に選定した。当日の集合場所を和泉川
の二ツ橋近くのあずま屋とし、観察終了後に川ぞいに
瀬谷区役所へ移動するコースとした（図1）。
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　当日の計画は前半・後半に分けて設定し、前半を「和
泉川で生きもの探し」、後半を採集した生きものを区役
所会議室に移動した「説明と観察」、とした。会議室で
はさらに様々な生物の歯の標本を展示するとともに、
ヒトの頭骸骨模型、顎模型を並べて口腔内の説明や簡
単なブラッシング指導も行うこととした。
　あわせて、当日配布用の資料の作成や、参加者の名札、
展示物のラベル作成、採集道具、観察用水槽やバット、
虫よけスプレー、バンドエイド等の用意を生物部員が
学生主体の活動として地域連携事業に参加した部活動の事例について
図 1：自然観察地として選定した和泉川　横浜市の web サイト
http://www.city.yokohama.lg.jp/seya/midokoro/izumigawa/izumigawa01.html より
分担しておこなった。区役所との打ち合わせを経て最
終的に立案された計画を（表2）に示す。この中では、
参加者定員50名を5-6人のグループに分け、それぞれに
担当学生スタッフをおくことの他、詳細な当日の進行
予定が示されている。また、（表3）には決定した内容
に基づいて瀬谷区のwebサイト上で広報された内容を
示す。
表 1：初期計画
夏休み瀬谷区の生きもの探検隊 
 
 
テーマ: 瀬谷区の生きものに触れて・学ぶ  作成者: 鶴見大学生物部（部長・下山弘之）  
 
 
概要と目的 
生き物探しの活動を通じて身近な動植物に触れる。また、名前調べや生息環境、食性について学び、さらに動物の歯、人の歯のかたちや役割、生活や健康とのつながりを体験しながら身につける。 
 
 
タ イ ム ス ケ ジ ュ ー ル  
所 用 時 間 内    容 受講生の持ち物・用意する物  
☆ 受講生への案内へ記入します。 
☆ 運動できる服装、足回り。飲料水、タオル、帽子、
虫除け 
午後スタート（13:00？） 
 
約一時間から一時間半 
 
 
 
一時間から二時間 
 
移動をふくめておよそ 5 時間程
度 
集合：瀬谷区役所 
参加者確認と観察地へ移動 
生き物観察（観察・採集）採集したいきものは区役所へ移動 
片付けの後、区役所会議室へ移動 
室内にて採取した生きものやその生息環境、食性について説明 
生きものの歯について 
ヒトの歯について 
ふりかえり、感想ののち記念写真、解散 
片付け（いきものを現地に戻す等） 
 
 
※観察地としてどこを利用するか等、一度うちあわせと相談をする機会をつくりたいと思います。 
 
 
 
 
連絡事項及び注意事項  
熱中症、脱水症対策。 
虫取り網、虫かご、むしめがね等生きもの観察用具
は講座でも用意しますが、それぞれでご持参されて
もかまいません。 
☆当日の補助スタッフ生徒数：  10 人 
 
区役所への連絡事項及び準備する物  
☆区との事前打合せの必要性   ある  （日程は別途打ち合わせさせてください） 
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表 2：実施計画　最終版
日時
場所
参加者
スタッフ
持ち物
時間 役割・備考
8:00 区職員集合 金子・佐藤
　雨天の場合7時30分の時点で二ツ橋の水辺で実施するかどうかを判断（阿部先生へ確認） HP対応：佐藤
8:30 大学スタッフ集合
　二ツ橋の水辺　○名 スタッフ対応：佐藤
・受付準備（名札：大学で用意　・受付名簿：区で用意）
・案内準備（厚木街道沿いでの案内）
　区役所　　○名　会場設営（プロジェクタ―等準備） 会場設営対応：金子
9:00 参加者の受付開始 補助：佐藤
(30分） 　・受付後、名札を配付
　・７グループ×5･6人分かれ、それぞれに学生スタッフがつき事業を進める
　・グループごとに待機
9:30 あいさつ あいさつ：佐藤係長
(5分） 　・体調管理について（水分補給、体調が悪いときは近くの大人へ） 　→大学へﾊﾞﾄﾝﾀｯﾁ
　・事業の広報用に写真撮影することの確認
9:35 開始【二ツ橋の水辺】 記録：金子・佐藤
（70分） 　・スケジュール・注意事項・グループごとの担当者紹介
　・グループごとに分かれ生きものの観察を実施　（水辺と林）
→　途中休憩・水分補給　随時
　・採集した生き物で観察をしたいもののみグループごとに決めて区役所へ
　・その他の生きものは二ツ橋の水辺に戻す
　
10:45 区役所へ出発　グループごとに川沿いを歩き二ツ橋南公園経由で区役所へ
（30分）
11:15 区役所　着　（その後休憩15分程度） はまっこどうしのＰＲ
（15分） 　（ｼﾞｬｸﾞﾎﾟｯﾄに入れる）
11:30 開始【区役所】
（50分） 　・採集した生きものやその生息環境、食性について説明
　・色々な生き物の歯・人の歯と歯磨きについて
12:20 講座終了・アンケート実施・写真撮影
あいさつ あいさつ：佐藤
片付け（希望する児童は大学生と一緒に生きものを水辺へ戻す）　解散
内容
内容
① 虫取り網、虫取りかご、むしめがね等生き物観察用具
（ご自宅にあるものをお持ちください。ない場合は、若干用意があります。）
② タオル、帽子、虫よけ、水に入る際かかとのある靴（うわばき等）裸足では入りません
③ 筆記用具　　④　飲み物　　⑤　必要に応じて着替え
二ツ橋の水辺でグループごとに大学生と川の中の生き物や周りの公園で昆虫を採集します。
その後区役所へ移動し、採集した生き物の観察を行い、その生息環境や食性について学びます。
さらに、動物の歯、人の歯のかたちや役割、生活や健康のつながりを体験しながら身につけます。
瀬谷の生きもの探検隊　（鶴見大学）
平成２６年８月３日（日）　9:30～12:30
二ツ橋公園、区役所5階大会議室
○○名　　定員50名（1，2年生は保護者同伴）
鶴見大学　阿部道生先生＋学生スタッフ13名
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・ 当日の流れ
　申し込みのあった参加児童は瀬谷区内の小学生41名
であった。事前に区役所より受け取っていた参加者名
簿からグループ分けを行い、集合場所に到着した参加
者から、氏名の確認、名札（折り紙でつくったものを
用意した）に名前の記入、グループを担当する学生の
自己紹介、という形で受付をおこなった。学生の一部
は先に瀬谷区役所の会議室に立ち寄り、椅子や机の配
置等の後半用の展示物のセッティングを行ってから集
合地点に合流した。活動に当たって瀬谷区より参加者
に配布された通知を（図2）に示す。当日の持ち物や注
意事項についてはこの通知の中で参加者に連絡されて
いる。生きもの探しにあたって、ネットや水槽の予備
を用意してあったが、実際には参加者全員が持参して
おり、貸出の必要はなかった。
　二ツ橋から見える範囲を生きもの探しのエリアとし
て指定し、およそ一時間の間、生きもの探しをおこなっ
た。その際、参加者には各グループで行動するように
伝え、グループにはそれぞれ担当の学生がついて参加
者をサポートした。担当グループをもたない学生はベー
スとなる集合場所での待機、あるいは、グループ間に
またがるサポートとして対応した。当日は晴天で、気
温の上昇も懸念されたので、サポートスタッフは適宜
参加者に声をかけて日陰での休憩や水分補給に配慮す
る必要があった。
　活動場所は林、草地、川、等が混在する地域であり、
セミ、ショウリョウバッタ、シオカラトンボ、オハグ
ロトンボを始めとする昆虫からアブラハヤ、オイカワ
といった魚類等にふれることができる。参加者のほと
んどは川に入って魚を探すことが多かったようである。
　約一時間の観察と採集の後、瀬谷区役所の会議室へ
移動した。会議室で着替え、水分補給等の休憩時間を
とったのちにまず阿部が鶴見大学、および鶴見大学生
物部の紹介をおこない、続いて生物部の学生による「歯
の説明」と「歯の磨き方」の説明を実施した。
　会議室には展示用スペースを三箇所用意し、それぞ
れを和泉川で採集した生きものコーナー、様々な動物
の歯のコーナー、ヒトの頭蓋骨模型、顎模型とブラッ
シングのコーナーとした。和泉川で採集した生きもの
コーナーには、当日参加者が採集した生物をバットや
水槽で展示し、担当の学生が参加者にそれぞれの生き
ものについての説明をおこなった。様々な動物の歯の
コーナーには過去に生物部の活動で作成してきた動物
表 3：2014 年度「せやこども大学」の募集ページ
せやこども大学第一弾！キミの”とくい”を見つけて大学の先生や大学生のお兄さん、お姉さんとさまざまな体験をしよう！！ 
◆申込み	 
7 月 10 日【着】までに、ハガキかＥメールに必要事項と希望する講座名、学校名、学年を記入し、区役所次世代育成支援係「せやこども大学担当」	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
（☎367-5694	 FAX367-4423	 E メール	 se-jisedai@city.yokohama.jp）	 へ	 ＊電子申請でも応募できます。	 
※E メールの場合は、件名を「せやこども大学申込み」としてください。メール受付後、１週間以内に返信メールを送ります。返信がない場合は 7/14 まで
にお問い合わせください。	 
※現地集合・解散となります。詳細は申込み締め切り後にお知らせします。 
講座	 内容	 先生	 日時	 会場	 対象・定員	 
瀬谷区の生きもの探検隊	 
～生きものの生活	 
・食性と歯	 
生きもの探しと採集を通じて、集めた
生きものについて詳しく知ろう。動物
の生活や歯についても学びましょう。	 
鶴見大学	 
阿部	 道生	 
８月３日（日）	 
9:30～12:30	 
区役所	 
大会議室（５階）及
び区役所付近の公園	 
区内在住・在学の	 
小学１～６年生	 
50 人	 	 
※小学 1,2 年生は保護
者同伴	 
赤ちゃんの保育室をデザ
インしてみよう！	 
赤ちゃんが保育園にいる間のほとんど
の時間を過ごす保育室。環境としての
保育室の意味を理解し、中学生の若い
感性で、赤ちゃんの保育室をデザイン
してみませんか。	 	 
横浜女子短期大学	 	 
佐野	 眞弓	 
８月６日（水）	 
13:30～16:00	 
	 
横浜女子短期大学	 	 
区内在住・在学の	 
中学１年～３年	 
20 人	 
	 
お掃除ロボットをジェス
チャで操作してみよう！	 
からだのポーズや動作でお掃除ロボッ
トを操縦してみます。	 
上手く操縦するためには、どのような
ポーズや動作が良いか一緒に考えてみ
ましょう。	 
関東学院大学	 
元木	 誠	 
８月８日（金）	 
10:00～12:00	 
区役所	 
大会議室（５階）	 
区内在住・在学の	 
小学５～６年生	 
25 人	 	 	 
	 
作って、遊んで	 	 	 
一緒に考えよう！	 
保護者と一緒に、新聞紙や牛乳パック
を使って遊びます。また、俳句や落語
の小ばなしを皆で楽しもう。	 
八洲学園大学	 
渡邊	 達生	 
８月 10 日（日）	 
10:00～12:00	 
区役所	 
大会議室（５階）	 
区内在住・在学の	 
小学１～４年生	 
と保護者 25 組（50 人）	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図 2：参加者に配布された通知文
平成 26年７月  日 
 
各 位 
瀬谷区役所地域振興課  
 
「せやこども大学」参加のお知らせ 
 
せやこども大学にご応募いただき、ありがとうございました。 
受講いただけることとなりましたので、当日の持ち物など詳細をお知らせします。 
 
 
 
 
＜日 時＞ 
８月 3日（日） 午前９時 30分から午後 12時 30分 
    
＜会場＞ 
集合：二ツ橋の水辺に集合（裏面参照） 
解散：瀬谷区役所 5階大会議室（瀬谷区二ツ橋町 190） 
※車でお越しの方は、区役所地下駐車場を御利用いただき 
お帰りの際にお声がけください。 
 駐車料金を１時間減免させていただきます。 
 
＜講師＞ 鶴見大学 阿部 道生 先生 
  
＜内 容＞ 
二ツ橋の水辺でグループごとに大学生と川の中の生き物や周りの公園で昆虫を採集します。 
その後区役所へ移動し、採集した生き物の観察を行い、その生息環境や食性について学びます。 
さらに、動物の歯、人の歯のかたちや役割、生活や健康のつながりを体験しながら身につけます。 
 
＜持ち物＞ 
① 虫取り網、虫取りかご、むしめがね等生き物観察用具 
（ご自宅にあるものをお持ちください。ない場合は、若干用意があります。）   
② タオル、帽子、虫よけ、水に入る際かかとのある靴（うわばき等）裸足では入りません  
③ 筆記用具  ④ 飲み物  ⑤ 必要に応じて着替え 
 
＜連絡先＞ 090-8170-5131（当日朝８時 30分以降） 
 
＜その他連絡事項＞ 
1. 二ツ橋の水辺では、川に入り生き物を採集しますので、濡れてもよい服装または、着替えを
ご用意ください。 
2. 当日雨の場合は、水辺での生きもの探しは中止とし、区役所５階大会議室での実施となりま
す。その場合はHPに当日 8時に掲載しますので、御確認ください。 
   （http://www.city.yokohama.lg.jp/seya/annai/tiiki/tiiki17.html） 
3. 時節柄、熱中症対策は各自、充分にご留意ください。水分は必ず多めに、ご持参ください。 
4. 事業の記録として、体験している様子を写真撮影します。広報やホームページなどに掲
載する場合がありますので、掲載してほしくない場合には事前にお申し出ください。 
5. 欠席する場合は必ず事前に、ご連絡ください。 
 
 
【担当】瀬谷区地域振興課次世代育成支援係 
佐藤  TEL: 367-5693 
    FAX: 367-4423 
E-mail: se-jisedai@city.yokohama.jp 
「瀬谷区の生きもの探検隊」 
追加募集！ 
7月 24日（木）まで、 
追加募集しております。 
ぜひ、お友達もお誘いくだ
さい。 
小学 1・2年生は 
保護者同伴でご参加
ください。 
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標本のほか、阿部が私有している動物の歯や化石を動
物名のラベルと共に展示し、自由に触れられるように
した。ヒトの頭蓋骨模型、顎模型、ブラッシングのコー
ナーでは担当の学生が模型を用いた解説とブラッシン
グ指導をおこなった。
　最後に、総括、参加アンケートの記入と回収、全体
の集合写真の撮影を行って解散した。アンケートは瀬
谷区の用意したフォーマットのもの（図17）を使用した。
・ 今回の活動をふりかえって
　参加者アンケートの結果はおおむね好評で、内容に
ついては「楽しかった」が92%であった。1名、「つま
らなかった」という回答があったがこれは「生きもの
をつかまえられなかった」というものであり、サポー
トスタッフにとっての課題といえる（表4）。野外での
採集では川に入って生き物を探したことや多くの仲間
学生主体の活動として地域連携事業に参加した部活動の事例について
図 3：受付の様子
図 5：アブラゼミをつかまえた
図 7：オイカワをつかまえた
図 4：用意した折り紙の名札
図 6：和泉川で生きものさがし
図 8：生きもの探しの様子
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学生主体の活動として地域連携事業に参加した部活動の事例について
図 9、10：学生によるブラッシング指導
図 11：和泉川の生きものコーナー
図 13：クジラの歯を持つ
図 15：頭蓋骨模型に触れる
図 12：様々な動物の歯に触れる
図 14：顎模型を触ってみる
図 16：ブラッシングを教わる
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と一緒に活動したことが高評価であった。また、会議
室での講演と展示物についても「楽しかった」「嬉しかっ
た」が過半数を占めた。
　保護者アンケートも「大変良かった」「良かった」が
過半数を占め、「自然とのふれあい」「子供同士のふれ
あい」の場として評価するコメントを複数いただいた。
また、学生の対応についても「子供とふれあおうとす
る姿勢を評価する」といったコメントが複数あった。
　区役所からの振り返りとして、現地での道案内や折
り紙の名札、誘導当番の働きや、学生たちが積極的に
子供達と関わっていたこと、会議室での展示説明が評
価された。
　また、和泉川の水辺のPRとしても有効であり、瀬谷
区区政推進課作成の「和泉川いきものガイド」（5）が活
用された等、「せやこども大学」の趣旨に沿った活動が
実現されていたことも評価された。
　生物部学生の振り返りによると、普段あまり接する
ことのない子供達とのコミュニケーションができたこ
と、歯の説明をすることで父兄にもアピールできたこ
と等が「良かった点」としてあげられていた。反面、
反省点としては地域の生きものについての予習や、ブ
図 17：左・参加者アンケート　右・保護者用アンケート
学生主体の活動として地域連携事業に参加した部活動の事例について
表 4：参加者（児童）アンケートの結果
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ラッシング指導の予行演習等、もっと準備が必要、等
があった。（表5）
　採集した生きもので夏休みの自由研究をしたい、と
言われたのがうれしかった、といった感想もあり、達
成感とともに、今後にむけた前向きな意見が多く見ら
れた。
・ まとめ
　「せやこども大学」に鶴見大学生物部として参加し「瀬
谷の生きもの探検隊」を企画した。このようなかたち
で地域連携事業に参加することで、生物部としては企
画の広報活動や申し込み受付、当日の参加者の保険等
を瀬谷区に委ね、具体的な活動内容に集中することが
表 5：学生のふりかえり
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できた。学生にとっても学外の人たちを対象とした活
動、さらに、小学生とその父兄を対象とした活動とい
うことで、日常の大学内での部活動では得られない貴
重な経験を積むことができた。特に、生物や自然に対
する興味を自分だけのものとしてではなく、「子供たち
に伝える」役割を体験した点は有意義であった。また、
今回は歯のブラッシング指導もおこなったため、歯学
部に所属する学生には専門課程で学んでいる内容を活
用することもできた。
　活動後の学生の感想には、次回にむけての反省点や
改善点への言及もあり、積極的に学外へ目をむけた社
会活動を行うためのきっかけとしても有効であったと
考えられる。
　また、参加者アンケートや瀬谷区のふりかえりから
は大学生が主体的に子供達と関わり、観察会をまとめ
あげたことで、子供達の今後の興味や学びの意欲が広
がるきっかけとなったことが評価された。観察地とし
た和泉川の水辺を区民にアピールするきっかけにも
なったことで、瀬谷区に対してもある程度の寄与がで
きた。
　当日の参加者へは鶴見大学案内、付属中高の案内も
配布したところ、父兄から大学等について尋ねられる
等、こちらも総持学園について一定のアピールができ
たものと考えられる。
　現在、地域貢献は大学の役割の一つとして社会から
期待されている。文部科学省では生涯学習と地域連携
に関する調査を行い、大学の地域貢献度を「大学が地
域にささえられるための地盤」としている(6)。生涯学習
講座が大学から社会にむけて開かれた連携だとすれば、
今回の「せやこども大学」への参加は地域からの要請
に応えるかたちでの連携であるといえる。その中で、
単なる参加にとどまらず、学生の社会体験や社会教育
としての意義も確かめることができた。
　今回は生物部を主体としたために「生きもの探検隊」
という形となったが、学生の参加母体によって様々な
形態での地域貢献が期待できるであろう。
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